
Ａｌ粉末からＤｅｆｏｃｕｓ曲線を作成する。 

 

α、β共１ｄｅｇ間隔の極点図を作成する。ファイル名はミラー指数とする。 

 

PFZeroDataCut で Zero データを削除 

 

AscPOleFileChanger2 でＳＭ３，規格化を行って TXT2 を作成 

{111}                     {200}                   {220} 

 

 

 

 



 

DefocusMakeTABLE ソフトウエアで多項式近似を行う。 

 

｛１１１｝、｛２００｝、｛２２０｝を計算する。 

 

で TXT ファイルを結合する。 

 

多項式近似ファイルを複数選択し、Ｄｅｆｏｃｕｓファイル名を指定してＴＡＢＬＥｍａｋｅ 

 

 

このファイルがＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ２のＤｅｆｏｃｕｓファイルです。 

 



重要なのは、ＴＡＢＬＥの先頭はＭｉｌｌｅｒ指数です。 

ＡｓｃＰｏｌｅＦｉｌｅＣｈａｎｇｅｒ２で処理する場合、処理ファイルのＭｉｌｌｅｒ指数と比較されます。 

 

 

 

例えば、｛１１１｝極点図を処理すると 

 



をクリックすると 

 

が表示されます。Ｄｅｆｏｃｕｓ補正を０．７で切ると 

 

Ｂｅｆｏｒｅ 

  

となり補正が行われます。 

 

Ｉｍａｇｅデータは５度間隔で７３Ｉｍａｇｅデータを測定 

Ｄｅｆｃｏｕｓは２ＤＰで１度間隔の極点図を作成 

実際の被検試料は２ＤＰで５度間隔の極点図を作成する。 


